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	応用
	抗原情報
	背景
	ストニン1 (STON1) ホモサピエンス 細胞表面タンパク質のエンドサイトーシスは、細胞膜の内面で組み立てられる複雑な分子機構によって媒介されます。この遺伝子は、キイロショウジョウバエの stoned B タンパク質の2つのヒト相同遺伝子のうちの1つをコードしています。このタンパク質はエンドサイトーシス機構の構成要素に関連し、N末端のプロリンリッチドメイン、ヒト stoned B 様タンパク質に特異的な相同中心領域、およびアダプタータンパク質 (AP) 複合体の mu サブユニットに相同な C 末端領域からなるモジュール構造を示します。この遺伝子から、TFIIA-α/β 様因子をコードする隣接する下流遺伝子へのリードスルー転写により、各遺伝子産物と同一性を共有する配列からなる融合タンパク質をコードする転写産物 (SALF) が生成されます。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。 [RefSeq提供、2010年10月],注意：ここに示す配列はEnsembl自動解析パイプラインから得られたものであり、予備データとして考慮する必要があります。,機能：エンドサイトーシス機構に関与している可能性があります。,機能：精巣特異的転写因子として機能する可能性があります。GTF2A2およびTBP（TATA結合タンパク質）と結合してDNAに結合し、GTF2A2と共存することでmRNAの転写を可能にします。,その他：このファミリーの他のメンバーとは異なり、NPF（Asn-Pro-Phe）部位を含まず、EPS15、EPS15R、およびITSN1と相互作用しません。,配列に関する注意：キメラcDNA。SALF（AC Q9Y6Q2）遺伝子とGTF2A1LF遺伝子の両方から生成された1182残基のキメラタンパク質の生物学的存在と関連性は不明です。,配列に関する注意：キメラcDNA。 1182 残基のキメラタンパク質をコードする SALF 遺伝子と GTF2A1LF (AC Q9UNN4) 遺伝子の産物の生物学的存在と関連性は不明です。,類似性:Stoned B ファミリーに属します。,類似性:TFIIA サブユニット 1 ファミリーに属します。,類似性:1 つの MHD (ミュー相同性) ドメインを含みます。,類似性:1 つの SHD (ストニン相同性) ドメインを含みます。,細胞内局在:一部は膜結合しています。,組織特異性:精巣特異性。,組織特異性:普遍的。,
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	STON1抗体を用いたK562細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ストニン-1ポリクローナル抗体を用いたK562細胞のウェスタンブロット解析

